　特定非営利活動（NPO）法人　　やましろ里山の会週刊ニュース　　2014年９月10日　529号
今週はこれまでない盛りだくさんのイベントや作業、申請を実施する歴史的な一週間でした。
秋の木津川花散策のコース下見を7日に実施　
13日の本番に備えて流れ橋が流出する等、増水があったのでコース点検を行いました。また、道中での花がどうなっているのかも調べてみました。秋の花が随分咲いていました。特に目立つものはイワタバコが時期を過ぎたのではとの予想でしたが元気な姿がありました。残念ながら昨年に新発見したオオバクサフジは、見つけることができませんでした。約7㎞で4時間と予定をしていました。甌穴のある布目川で1時間の昼食休憩を取りましたが、予定より60分も早く笠置につくことができました。当日には南山城村の柴垣さんが鮎や地域の歴史について魅力たっぷりのお話を用意いただいています。皆さんのご期待に応え一味違った花散策になると思います。多くの皆さんのご参加をお待ちしています。　10時ＪＲ：大河原駅出発です。
近畿こどもの水辺の若手企画会議（9月4日）北野大輔君が会議を仕切る　
今回で8回目となる取り組みで、二巡目の京都会場の企画が検討され当日のフロアで木津川の魚展示を里山の会に要望されました。事務局会議では北野君から冬でも魚の捕獲は可能であるので、水槽による木津川の魚の展示を行う方向で協力しようと話し合われました。その節には皆さんのお力添えを頼みます。
河川レンジャー養成講座三日目終了　里山の会の小泉さんが三日間の受講を受けて終了証書を受領　6月7日に淀川発見講座に引き続き6月21日・28日、9月6日の全養成講座を受講されました。10月12日に最終のプレゼンテーション経て合否が決定されます。これまで木津川関係では5名のレンジャーが誕生しています。小泉さんには6人目のレンジャー誕生への期待が高まっています。
第18回里山講演会34名の出席　
里山の会が外来種問題での学習を初めて取り組みました。琵琶湖博物館の設立準備から関わってこられた中井克樹さんより生物多様性から見る外来生物と琵琶湖の現状についてお聞きしました。山田信人さんから木津川での水質検査の3年間から見える水質状況、中川宗孝さんからスッポンに最適な木津川の姿など川での活動の報告がされました。詳しくは会誌37号で講演内容を掲載予定です。この日は34名の出席があり遠くからは寝屋川市や門真市、枚方市、彦根市などからご参加いただきました。
　
上狛川クリーン作戦
7日午前9時30分から始まり約30名の皆さんが故郷の川の清掃を行い、ジャンボタニシの撲滅に向かっている所を見ました。数年前には団子様態になっていた真っ赤なタニシがほとんど見られず成果が上がっているようです。ご苦労様でした。
木津川工作物見学会　
鐘付樋門の改修現場説明会7日9時30分から約23名の参加がありました。参加者それぞれが深く木津川に関心をお持ちになっていて鋭い質問や疑問を各職員に熱心に質問を繰り返されていました。これまでは木津川本線の堤防を掘削する工事はなかなか直接見学できる場面がなく貴重なチャンスでした。
里山農園　冬の野菜種蒔実施　7日　
9時30分から14時　前日まで雨が続き当日の実施は雨の中での作業になるのでないかと覚悟を決めていました。ところが7日になると雨がやみ曇り空でしたが、作業には支障がなく手ごろな天候でした。足元には多少ぬかるんだ場所もありむつかしかったのですが、予定していた11種類の種は計画通り蒔ききりました。乾いた砂を適当に覆土として使い敷き藁を感想防ぎに並べ雨などでの浮き上がり止めにしきました。2～3日は水を撒くことを怠らず、芽と根が出そろう時期まで取り除かず、乾燥防止にも役立てます。丸大根　ホウレンソウ　カブラ　キクナ　ミズナなど11種類を撒ききりました。朝早くからお越しになって準備を進めていただいた皆さん、本当にご苦労様でした。
精北小学校4年生学習支援　9日
14時～15時20分　　7月の初め学校から依頼があって、この日深田理事長と植物部会の伊藤さん、そして山村の3人が伺いました。体育館に63人の4年生がきれいに着席しました。自己紹介の後、昨夜はお月見でしたので月の話、そして太陽と宇宙の始まり、続いて木津川の概要と希少植物などを通じた植物とお月見にちなんで秋の七草の現物説明を伊藤さんが行いました。タラヨウと葉書、続いてどんぐり、木津川の魚と木津川の現状として河床低下の写真説明、外来生物、すんでいる魚、飛来している鳥について話しました。最後に川でのルールをお話しして終わりました。先生の感想では少し歴史などは難しいようでした。また言葉や漢字も読めないものがあったようです。大いに振り返って今後に生かし改善を進めなければならないと思います。
京都モデルフオレスト協会へ助成金申請書提出　7日　
この助成金は豊かな森林づくり活動に支援されるもので、里山の会として里山農園での調査観察の通路の里山林の整備への交付を申請しました。オオムラサキの観察会の講師謝金と学習用参考書の購入費についてもお願いしました。ぜひ交付いただきたいものです。
国交省の「手づくり郷土賞」（一般部門）に応募書を提出、
関係自治体の推薦が条件となっていました。なかなか難しいものですね。
里山農園　連日完売が続く　
以前にも少し紹介しましたが、野菜の高値が続いていますが、里山の百円コーナーでは連日完売となっています。それにつけても毎朝草露が足元を濡らす時期となり、順番に当番を引き受け収穫に出かけていただいている皆さんのご苦労があっての成果です。買っていただくお客様からも随分と評判がよいようです。ごくろうさまです
32回京都木津川マラソン　出場申込み要領書の送付始まる　
九千枚の発送がいよいよ終わりに近づいています。本日もボランティアの呼びかけを受けて寝屋川市から事務所にお越しいただきました。うれしいことです。激励されました。受付は10月午前0時より開始
会誌37号への原稿をお寄せください　
間もなく締め切り日（9月20日）が迫ってまいりました。各位にはご準備をいただいていることと思いますが、締め切り間際ですので、遅れないよう追い込みをかけて締め切り日に届くようお願いします。原稿が揃っていないと編集を進めることができません。追加原稿の編集になると大変です。どうかご協力お願いします。読みやすくわかりやすく楽しい会誌を目指して頑張っていますが、締め切りに間に合わしていただくことも非常に大きなご協力です。よろしくお願いします。
稲刈り体験　10月20日　（土）9時30分から　
8月の気候は雨の季節で梅雨の再来などというお方もあったぐらいです。しかし持ち直してくれているようです。近年子どもさんの参加人数が少なくなってきています。農家にとって日本の農業の中心主食のコメの収穫が最も楽しいものです。刈り取った田んぼで豊作を祝って自然に感謝と喜びを表す神輿担ぎはなかなか愉快なものです。コンクリートやアスファルトの道でのまつりでなく田んぼでの練りはまた気分が違います。揃ってお越しください。誘いあって新米をごちそうになろうではありませんか。ご参加を募る
20日刈り取った新米は翌日21日の夕方には玄米となって出来上る　　
精米をすれば即新米のごはんが食べられます。昨日まで田んぼにあったもので、本物のお米のおいしさをわかっていただけます。今年も販売を予定しています。昨年通り受け付け始めています。　自宅までお届けできるよう頑張ろうと思います。こぞってご協力ください。連絡電話を待っています。
木津川水一斉調査　10月4日　
検査用の水の汲み取り協力者を募集中。午前10時までに届けて下さい。詳細打合せします。
　　　
外来魚釣りと撲滅運動　10月18日　
参加者募集　対象は主に小学生対象に実行　場所は竹ノ脇池（京田辺市市役所裏）。受付人数は30人程度としています。詳しいことはホームページをご覧ください。






